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実習先　　　北海道○○高等学校
対象　　　　北海道○○高等学校　2年5組
指導教諭　　○○　○○
授業者　　　実習生　東京電機大学理工学部情報科学科
○○　○○
　　　　　　　　　　　　 　　　

1． 単元名
　　　　数学Ⅱ　　第２章　図形と方程式
　　　　　　　　　　３節　軌跡と領域
　　　　　　　　　　§２　不等式の表す領域
2． 単元目標

　　　　中学校では図形と数式の関係について学習しているが、十分な理解がされているとは限らない。それは変化の様子を観察するといった、関数的な扱いが主な学習であった為である。
　　　　そこで、全く新しい概念を持たせる為に、点と直線において導入から慎重かつ的確に指導する必要がある。また、中学校で学んだ図形の諸性質を統括し、再認識させる事によって、幾何学的な図形の関係と数式との対応関係について十分に理解されるように配慮することが必要である。加えて円において、円と直線の共有点を求める時は、連立２次方程式を、軌跡と領域において、不等式と領域について求めるときに連立方程式を考えるが、高校において初めて扱う内容になるので、その本質を理解させることに重点をおいた指導が重要になる。

　　　　
3． 教材
        教科書    数学Ⅱ　（東京書籍）
        問題集    ４ＳＴＥＰ　数学Ⅱ＋Ｂ　（数研出版）
４．生徒の実態

　・男22人、女18人、計39人。

・進学校。

・大学受験をする生徒がほぼ99％で、推薦も含め難関国立大50人、国立大50人、難関私立大50人、私立大100人、浪人100人程度。

・男女は仲良く、自ら予習復習してくる生徒もいる。基本的には復習中心である。例題を解説すれば大体の生徒が理解する。質問は授業の問題を解いているときに、机間巡視の時に生徒の状況を見回る時や、生徒自身から質問がくるためその都度説明を行う。普通科は理系、文系は３年次にクラスを分ける為、区別なく授業を展開する。コズモサイエンス科は普通科よりも難易度は高い。
4． 指導計画
第２章　　図形と方程式（全２７時間）
１節　　点と直線
　　　　　　　①２点間の距離
　　　　　　　②内分点・外分点
　　　　　　　③直線の方程式
　　　　　　　④２直線の関係
　　　　　　　⑤演習・まとめ

２節　　円
①円の方程式
②円と直線
③演習・まとめ

3節 軌跡と領域
①軌跡の方程式

②不等式の表す領域　　　　　　
③連立方程式の表す領域

　　　　　　　　　④不等式の表す領域の最大と最小　　今日はその1時間目
5． 成績評価

　　　　・学習意欲（授業に対する取り組み、小テスト等）

　　　　・提出課題（週末課題、長期休業中の課題等）

　　　　・考査成績（定期考査・実力考査・統一考査等）

　　　　・数学的思考や判断（問題の本質を理解し、公式や定理を活用できる）
6． 本時の指導目標・ねらい
2回の不等式の領域の授業についての知識を使い、2元1次不等式や円の領域について、まずは領域をグラフに図示出来る事。そして領域内の変数
[image: image1.wmf]y
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の1次式の最大値最小値を、図を用いて解けるようになる。

7． 展開

	段階
	時間
	学習活動
	教師の動き
	生徒の動き
	留意点

	導入・復習
	８分
	5/19
教P96
第２章　図形と方程式
第3節 軌跡と領域
　２　不等式の表す領域
１．積の不等式の領域
例題1
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の表す領域を図示。
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『Point』

　　　　　　正　

負　　　　　　　負

　　　　　正
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	「ノート・教科書開いて」

・ノート・教科書を開かせてる時に、出欠の確認をする。

・日付、題名を板書する。
「今日は昨日残ってしまった積の不等式についてやった後、領域と最大値・最小値について学習していきます」
「これも前回学習した連立不等式と考え方は同じ」
「どういう考え方だった？」

「今まで2元1次不等式で1点とって、どっちが領域かわかるっていうのが生きてくる」
「本来なら（）の式をA，Bっておいて場合分けだ。どうする？」

「（）の式をA，Bっておいて場合分けしなくて済む」

「初めにA，B＝0としてまず境界線を図示するには」
「
[image: image5.wmf]0
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として2元1次方程式は切片を求める。」
（xとyを交互に手で隠す）

（x,y）を交互に隠す事で１元１次方程式になる。「どうなる？」
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「そうすると、2点がわかれば直線が引けて、グラフは図示出来る」
「あとはどこか境界線上でない１点をとってあげたら、領域がわかる」

「この場合は原点（0,0）をとってあげたら、一番簡単」

（0,0）を代入
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の不等式は（0,0）を満たす。

ここでポイント

領域をまたぐと符号が変わる！


直線が多いほど、これが便利！

「よって、
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の表す領域がわかる！」
図示。
	・ノート・教科書を開かせる。
・ノートを書き写す。
当てられた生徒が答える。

当てられた生徒は、手順に従って解答する。
当てられた生徒は、どんな点の値か解答する。

当てられた生徒は、どんな点の値か解答する。


	・授業する体制にもっていく。
・ノートに書き写させる。

・同じ考え方なのを強調。

・発問
・発問

· 発問



	展開①


	1０
分


	ここからが今日の本題。

例題2　　　　

不等式
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をみたす変数
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ついて、次の式の最大値・最小値、またその時の
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の値を求めよ。
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傾き-１、y切片k
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を図示してから、手でどこからどこまで通るか生徒に見せる。

グラフより

（6,0）を通る時最大
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（0,0）を通る時最小
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	「前回、前々回の不等式の表す領域を用いて、領域の表す。そこから、与えられた1次式の最大・最小を求める」
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から第一象限だとわかる。実際には違うが。
「まず、最初にする事は不等号を等号に置き換えて境界線を考える」
「
[image: image21.wmf]6
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は、2元1次方程式は直線だから、切片をとる」

（xとyを交互に手で隠す）

（x,y）を
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「2点がわかれば直線が引ける。」
「
[image: image23.wmf]6
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」

「これは、境界線の下側」
「つまりこの斜線が領域って事がわかる」

「ここからが本題！」

「ここで、領域の点（x,y）に対してx+yの最大値・最小値を求めるにはどうする？」
「1点ずつx+yの値を求めていたらどうなる？」

「点は無限にあるから、時間がなくなる」

「ここで、今日の一番のポイント！」

「こうすることで、kの最大・最小を調べれば良くなった」
「もっと言えばyの式に直すと、
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見かけ上、1次関数の式になった」

「
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が領域を通る時だけ成り立つ」
「
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してしっかり理解しているかチェックする。

解答は教師が板書する。


	領域の知識について理解したものを用いることを把握。

当てられた生徒は、どんな点の値か解答する。

当てられた生徒は、どんな点の値か解答する。

生徒に考えさせる。

自分で問題を解く。問題についての理解を深める。

板書でわからなかった生徒はノートを取る。
	板書をノートに書き写させる。
・発問

・発問

板書をノートに書き写させる。

板書をノートに書き写させる。

ポイントの強調。
理解していない生徒をフォローする。

解説を丁寧に書く。



	演習


	7分


	問題演習として

（2）は生徒にやらせてみる。


	問題を解かせる。机間巡視をしてしっかり理解しているかチェックする。

期間巡視をして解答があっている生徒に聞く。

解答は教師が板書する。


	自分で問題を解く。問題についての理解を深める。

板書でわからなかった生徒はノートを取る。


	期間巡視をしながら、理解していない生徒をフォローする。

解説を丁寧に書く。



	展開②


	10分

	例題３

不等式
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	「例題２と同じようにやれば良い！」


	
	

	展開③

	７分


	例題４


[image: image32.wmf]0
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を満たす変数x，yについて、次の式の最大値・最小値、またその時のx、yの値を求めよ。

	例題２と同じように解くように教える。
	板書を取る。
	解説を丁寧に書く。



	まとめ
	3分
	領域の最大最小について、もう１度見直す。
	
	
	理解しているかチェックする。
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